
本検討会におけるこれまでの議論の要点
発掘・育成・強化に係る取組の深化

AI等テクノロジーの活用

外的要因に左右されずに競技活動に専念できる環境の構築

❖ HPSCと多様な研究機関との連携によるトータルコンディショニ
ングの確立及び強化活動における実践

❖ HPSCを中核とする、全国の強化活動の拠点等へのスポーツ
医・科学等の知見の普及・定着等を通じた、どこにいてもサ
ポートを受けられる環境の実現

❖ オリ・パラ大会時の「競技会場(NF)－選手村(JOC・JPC)－
村外拠点(JSC)」の協働によるトライアングルサポートの強化

❖ AI等のテクノロジーの活用による、タレント発掘の質の向上や、
トレーニング・障害予防の個別最適化、関係機関・拠点間連
携、公正な判定・審判の推進、クリーンで安全なスポーツ界の
構築の促進

❖ スポーツ関係者とAI・データサイエンス関係者との連携の強化

❖ 誹謗中傷等からアスリートを守る体制の構築

❖ 統括団体に置くハイパフォーマンスマネージャーの活用・強化や、
JSPOの指導者育成制度とJOC・JPCの取組との連携による、
選手強化に関わる人材の育成・充実

❖ タレント発掘・育成におけるNFと地域との連携強化や、特に
パラ競技における育成の場の創出

❖ どのようなデータを活用するのかを目的・用途に応じて指導者
やアスリートが適切に選択する必要があることや、AIの活用に
向けて必要とする十分な質・量のデータの収集に困難が伴う
こと等、論点・課題の整理

❖ アスリートの活動環境の基盤となるNFのガバナンスの確保

国際情報収集の強化及び情報の効率的・効果的な活用
❖ 各NFにおける国際情報収集の強化、及び国際的なルールメ
イクに関与できる体制の構築

❖ JOC-JPC-JSCの連携によるJSCへの国際情報の一元化、
及び当該情報の関係団体への提供

❖ 各パラNFでの専門人材の確保を目指した、クラス分け情報・
研究拠点も生かした人材育成の取組の加速
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